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AIはリサーチをどう変えるのか︖
技術の最前線から未来を読み解く
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⾃⼰紹介

二瓶 哲也
株式会社インテージ データテクノロジー部 部長

JMRAインターネット調査品質委員会 委員長

経歴

インターネット調査のシステム企画
自社・クライアント向けのデータ活用サービスの提供
社内外の調査品質研究
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本⽇のセッション内容

前半 マーケティングリサーチにおけるAI活⽤の状況 (15分) 

昨年度から実施してきた⽣成AI情報交流会の内容を含めて
AIとリサーチに関する最新情報を共有します

後半 パネルディスカッション (質疑応答込み 45分)

サービス開発の第⼀線で活躍する技術者を招き、
「AIはリサーチをどう変えるか」をテーマにパネルディスカッション
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はじめに

JMRAのインターネット調査品質委員会が主催となり、業界の発展のため、
⽣成AIに関する情報をオープンに交換し合うことを⽬的に開催
2024年6⽉より概ね隔⽉で、これまでに全8回を実施

本⽇は、交流会で共有されたリサーチ現場のリアルな声も含めて、
最新のAI活⽤動向について共有します

「⽣成AI情報交流会」について
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１．リサーチ現場におけるAI活⽤
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リサーチの現場におけるAI活⽤

活⽤例

企画・設計

•マーケティング課題に
合わせた調査⼿法整理
•調査票の構成案
•質問項⽬／選択肢作成

実査 分析・報告 ⼀般業務

⼀般的なチャット型
⽣成AIは活⽤しにくい

↓
最近のAIサービスに
よって状況が変化

•発⾔録の要約
•全体傾向のサマリ
•結果からの⽰唆出し

•翻訳
•企画書・稟議書作成
•メール作成
• PDF資料の要約
•プログラム作成

課題課題 いずれも「最終的な成果物」については⼈間の関与がまだ必要
→ AIの成果物には「確実性がない」

現時点でのAI活用は業務効率化がメイン

既存業務が完全に代替されるものではなく、リサーチ業務を支援してくれるもの
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２．AI活⽤サービスの進化
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AI活⽤サービスの進化

マーケティングリサーチ領域において各社のAI活用サービスの開発が活発

発⾔録作成・分析⾃動化
テーマ

プロファイル⾃動⽣成

toitta（トイッタ） （株式会社はてな）
サービス例

楽楽プロファイル（楽天インサイト）

AIモデレーター qork（Quest Research）

リサーチ分析⾃動化 コエミル（Quest Research）

AIチャット Light Depth（クロスマーケティング）

AIペルソナ Asclone（ビデオリサーチ）

シンセティックデータ Qualtrics Edge

「実査」⼯程を含めた
プロセス効率化・⾃動化

AIが「データそのもの」をつくる
＝ 「実査」不要で結果が⼿に⼊る

リサーチ代⾏
AIエージェント これから登場してくるリサーチプロセスの完全⾃動化
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合成データ（Synthetic Data）の活⽤について

合成データ
（Synthetic Data）とは

現実世界で収集されたものではなく、
アルゴリズムによって⼈⼯的に⽣成されたデータ

リサーチ業務での利⽤例 ウェイトバック集計の代替⼿段として元のデータを拡張することで、
不⾜サンプルを補う

利⽤メリット ・ 機微な情報や秘匿性の⾼いデータを守る（分析上で元データが必要ない）
・ コスト・スケジュールの短縮

応⽤例 ・ AIペルソナ︓仮想の⽣活者像を⽣成し、チャットやインタビューができる
・ 完全な合成データ︓実際のデータ収集をしなくても、回答データを得る

議論になっている点議論になっている点 「⽣成されたデータ」をどこまで信頼できるのか︖
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３．リサーチャーの仕事はどうなるのか︖
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リサーチャーの仕事はどうなるのか︖

効率化

リサーチプロセス代替

AI活⽤の進化

AIエージェントによる
内製化

リサーチ業務を⽀援してくれるものとして、リサーチャーがAIを活⽤

リサーチ業務の各プロセスがAI活⽤サービスに置き換わっていく
→ リサーチ業務の縮⼩

顧客⾃⾝でリサーチプロセスを完結できるようになる
リサーチ結果を活かしたアクションまでをカバー ≒ ⽰唆出しも不要
例．AIエージェントによるCX向上（クアルトリクス）
顧客がアンケートで⼊⼒した直後に、その内容を踏まえて、会員情報が参照され、
そのままリアルタイムにカスタマーサポートが⾏われる

リサーチャーの役割は︖リサーチャーの役割は︖ より深いインサイトの提供や、ビジネス課題の解決へシフト？
データ収集の重要性は？
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パネルディスカッション
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本⽇のパネルディスカッション登壇者

株式会社⽇経リサーチ
経営企画室R&Dグループ 部⻑補佐

太⽥ 祐介 ⽒

クアルトリクス合同会社
ソリューションエンジニア ディレクター

中嶋 祐⼀ ⽒

株式会社Quest Research
代表取締役 CEO

南 健太 ⽒
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株式会社⽇経リサーチ
経営企画室R&Dグループ 部⻑補佐

太⽥ 祐介 ⽒

パネリストご紹介
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media.tiktok-saitan.com/

業務事例－企業財務情報

© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

企 業 の 発 表 情 報 か ら

情 報 を 抽 出 し て デ ー タ を 作 成

決 算 短 信 や 有 価 証 券 報 告 書 か ら

情 報 を 抽 出
資 料 が 発 表 さ れ た 当 ⽇ に デ ー タ 化

P D F 1 0 0 ～ 2 0 0 ペ ー ジ
年 4 回 の ピ ー ク 時 に は

一 日 数 百 社 の デ ー タ を 作 成
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クアルトリクス合同会社
ソリューションエンジニア ディレクター

中嶋 祐⼀ ⽒

パネリストご紹介
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クアルトリクス 会話型フィードバック

アンケート内の⾃由回答設問で回答者が回答した内容について、

AIを活⽤して深堀質問が⾃動⽣成される → 従来の⾃由回答設問よりも深く聴取が可能
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クアルトリクス 会話型フィードバックの導⼊後の変化
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クアルトリクス 2025市場調査トレンドレポート

https://www.qualtrics.com/ja/ebooks-guides/market-research-trends/

•クアルトリクスによる独⾃調査レポート

•2025年におけるリサーチ責任者と担当者の優
先課題

•AIはリサーチ担当者に取って代わるものでは
なく、補完する存在

•調査の精度向上におけるシンセティックデー
タの役割

•世界各地での市場調査のトレンドの違い
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クアルトリクス 2025市場調査トレンドの主要な結果
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クアルトリクス 2025市場調査トレンドの主要な結果
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クアルトリクス シンセティックデータの利⽤⾒通し
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クアルトリクス シンセティックデータの活⽤理由
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クアルトリクス 新技術を使ったリサーチには予算がつく
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クアルトリクス 第三者パネルの課題︓AI回答検出
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クアルトリクス 地域⽐較︓北⽶
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クアルトリクス ⽇本・アジア太平洋（APJ）地域
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クアルトリクス ラテンアメリカおよびカリブ諸国地域
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クアルトリクス 欧州・中東・アフリカ地域
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クアルトリクス リサーチの今後の進化

エージェント
AIが主体的に動き、⼈の⼿をほと
んど借りずに⾃動的に洞察を⽣み
出す仕組み

頻度とスピード

ビ
ジ

ネ
ス

価
値

これまでの
パネルを使ったアン
ケートベースの調査

AIによる補助
AIが要点を整理して提⽰す
ることで、⼈間による分析
の質とスピードを向上させ
る

シンセティック
AIによるシンセティ
ックデータからのイン
サイト

会話型
AIが会話形式で専⾨家のよ
うにふるまい、利⽤者が特
別な知識なしでデータから
洞察を得られるようにする

多くのリサーチャは現在
ここ
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株式会社Quest Research
代表取締役 CEO

南 健太 ⽒

パネリストご紹介



3232

Quest Research qork（コルク）

qork デモ動画
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ディスカッション
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ディスカッションテーマ１

AIはリサーチをどう変えるのか？
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ディスカッションテーマ２

開発スピードについて
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ディスカッションテーマ３

合成データ（シンセティックデータ）について
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ディスカッションテーマ４

AIによるインサイト導出
及び

AIエージェントについて
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ディスカッションテーマ５

リサーチャーの役割の進化
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質疑応答
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